
学

校

通

信

令

和

二

年

六

月

星
美
学
園
中
学
校
高
等
学
校

六

月

の

行

事

ア
ン
ケ
ー
ト
１
回
目
（
中
一
～
高
二

～
６
日
）：
中
止

QU

月

中
三
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
説
明
会
：
中
止

1

中
一･
高
入
生
入
部
締
切
：
中
止

火

高
一
大
学
見
学
会
・
宗
教
研
究
会
④

：
中
止

2

水

球
技
大
会(
雨
天
順
延
）：
中
止

3

木

4

金

5

高
三
保
護
者
会
（
～

日

)
：
延
期

20

土

6

始
業
式

(

中
一
・
高
一

）
AM

日

7

高
一
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
：
中
止

月

8

始
業
式

(

中
二

・
中
三

）

AM

PM

火

始
業
式

(

高
二

・
高
三

）

9

AM

PM

水

(

中
学

・
高
校

）

10

LHR

AM

PM

木

分
の
短
縮
授
業
開
始

11

30

金

12

(

高
一
～
高
二)

：
中
止

高
三
は
延
期(

)
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土

13

身
分
証
明
書
用
写
真
撮
影
（
中
一
・
高
一
）

第
二
回

中
学
校
説
明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

日

14

月

15

火

16

水

17

木

高
三
模
試

18

漢
字
検
定
試
験
（
高
三
及
び
希
望
者
）：
中
止

金

19

高
三
模
試

星
美
彩
実
行
委
員
顔
合
わ
せ

土

数
学
技
能
検
定
試
験
：
中
止

20

日

21

月

22

火

会
議
日

塾
対
象
中
学
説
明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
～

）

23

6/30

転
編
入
試
験
願
書
受
付
：
延
期
（

月
に
実
施
）

7

水

24

単
位
追
伸
試
験
（
高
校
）

木

25

金

高
三
能
楽
鑑
賞
教
室
：
中
止

26

ひ
か
り
の
会
①
：
中
止

土

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
説
明
会

27

星
美
小
対
象
説
明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
～

）
7/4

日

第
一
回
英
語
検
定
試
験
（
二
次

)

：
中
止

28

A

月

聖
ペ
ト
ロ
・
聖
パ
ウ
ロ
使
徒
祝
日

29

火

会
議
日

30

七
月
の
主
な
行
事
予
定

決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

「
学
校
目
標
（
実
践
項
目

挨
拶
・
自
信
・
シ
ェ
ア
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）

に
関
し
て
」

生
徒
指
導
部
長

堀
尾
映
子

紫
陽
花
の
花
が
日
毎
に
鮮
や
か
に
色
付
き
、
梅
の
実
が
大
き
く
膨
ら
み
、

収
穫
の
時
を
待
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
、
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
緊
急
事
態
宣

言
が
五
月
二
十
五
日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
五
月
三
十
日
か
ら

学
年
毎
の
分
散
登
校
を
開
始
し
、
六
月
六
日
、
八
日
、
九
日
に
始
業
式
を

行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
休
校
中
の
お
嬢
様
に
対
す
る
ご
家
庭
で
の
お
支

え
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

例
年
で
す
と
生
徒
会
で
は
春
休
み
中
に
新
入
生
歓
迎
会
に
向
か
っ
て
行

事
や
先
生
や
ク
ラ
ブ
の
紹
介
の
準
備
に
精
を
出
し
、
始
業
式
直
後
に
リ
ー

ダ
ー
研
修
で
リ
ー
ダ
ー
の
顔
合
わ
せ
と
一
年
間
の
生
徒
会
の
動
き
の
確
認

を
行
い
、
そ
し
て
四
月
中
旬
に
新
入
生
歓
迎
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
ま
だ
そ
れ
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
新
一
年
生
を
最
高
の
笑
顔
で
歓

迎
し
た
い
、
で
も
そ
の
準
備
が
で
き
な
い
で
い
る
先
輩
達
の
残
念
な
思
い

が
想
像
で
き
ま
す
。
遡
っ
て
三
月
に
は
一
年
の
締
め
括
り
の
生
徒
総
会
、

ク
ラ
ブ
で
は
定
期
演
奏
会
や
引
退
公
演
が
中
止
と
な
り
、
卒
業
生
を
送
る

会
も
出
来
ず
、
「
も
う
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
演
奏
や
プ
レ
イ
が
出
来
な
い
。
」

と
い
う
、
寂
し
く
、
残
念
な
思
い
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
て
い
ま
す
。

先
日
読
ん
だ
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
「
今
、
こ
の
大
変
な
現
状
を
乗
り
越
え
て

い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
許
し
』
『
待
つ
こ
と
』
」
と
言
う
事
が
書
か

れ
て
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
達
は
丁
寧
に
準
備
し
て
き
た
事
を
諦
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
『
許
し
』
の
気
持
ち
を
、
そ
し
て
楽
し
み
に
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
活
動
や
行
事
が
い
つ
再
開
で
き
る
の
か
の
『
待
ち
』
の
気
持

ち
を
抱
き
な
が
ら
今
を
過
ご
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

こ
こ
二
年
ほ
ど
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
、
私
は
『
シ
ェ
ア
ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
』
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
変
革
型
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
サ
ー
バ
ン
ト
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
主
流
で
し
た
が
こ
れ

か
ら
は
シ
ェ
ア
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

シ
ェ
ア
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
メ
ン
バ
ー
の
概
念

定
義
が
曖
昧
で
必
要
な
時
に
必
要
な
メ
ン
バ
ー
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
く
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
状
態
及
び
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
事
を
言
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
自
分
の
ス
キ
ル

に
磨
き
を
か
け
、
心
の
底
か
ら
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
事
が
大
事
と
も
話

し
て
い
ま
す
。
「
心
の
底
か
ら
の
自
信
」
、
そ
う
聞
く
と
強
い
や
る
気
が
湧

い
て
く
る
時
と
、
そ
れ
を
遠
ざ
け
た
い
弱
気
が
顔
を
出
す
時
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
粛
生
活
を
し
て
い
た
間
に
も
「
自
信
」
の
反
対
の
「
不
安
」
が
友

達
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
不
安
を
漏
ら
し
た
私
に
「
『
自
信
』
は
自

分
を
好
き
に
な
る
事
、
そ
れ
に
は
行
動
す
る
事
が
大
事
」
と
友
人
が
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
自
分
の
生
活
で
も
遠
隔
授
業
の
中
で

も
、
掃
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
三
日
坊
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
何
回
も
取
り
入
れ

ま
し
た
。
三
日
間
二
十
分
程
度
の
時
間
の
枠
の
中
で
出
来
る
片
付
け
を
先

ず
、
紙
に
書
い
て
計
画
し
、
実
行
し
て
、
気
づ
き
を
書
き
だ
す
課
題
。
中

学
一
年
生
と
高
校
三
年
生
の
生
活
学
選
択
の
生
徒
に
は
、
そ
の
結
果
の
ご

自
慢
の
場
所
を
写
真
に
撮
っ
て
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
写
真
の

清
々
し
さ
、
夢
に
溢
れ
た
可
愛
ら
し
さ
が
感
じ
取
れ
て
、
元
気
と
勇
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
生
徒
は
「
お
し
ゃ
れ
で
キ
レ
イ
な
人
に
な
る

た
め
に
は
、
大
き
な
努
力
と
い
う
よ
り
も
、
小
さ
い
け
れ
ど
続
け
る
と
い

う
努
力
が
大
事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
」
と
感
想
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

ド
ン
ボ
ス
コ
が
残
し
て
下
さ
っ
た
言
葉
に
「
良
く
準
備
さ
れ
た
行
事
は
喜

び
が
大
き
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
準
備
す
る
そ
の
過
程
の
行
動

が
私
た
ち
に
自
信
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

今
年
度
の
学
校
目
標
は
「
自
信
を
持
ち
、
誰
に
で
も
元
気
に
挨
拶
で
き

る
星
美
生
」
は
ま
さ
し
く
不
安
定
な
現
代
を
生
き
る
私
達
に
と
っ
て
の
自

信
の
基
礎
固
め
の
目
標
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
行
動
の
第
一
歩
「
元

気
な
挨
拶
」
を
心
が
け
て
、
日
々
の
生
活
を
重
ね
て
参
り
ま
し
ょ
う
。


